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一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

m
議

案

を

可

決

承

認

議
会
運
営
委
員
会
設
置
の
条
例
可
決

司v・w‘’‘V司P司’‘’‘’司，．． ‘’‘’喝．，喝P‘’司・F・P司’‘’‘’・司’‘’‘’‘’‘’、，

平
成
3
年
第
己
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

6
月

3
日
か
ら
印
日
ま
で
の
叩
日
間
に
わ
た
り
聞
か
れ
ま

し
た
。
議
会
で
は
、
平
成

3
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
並
び
に
議
会
運
営
委
員
会
の
法
制
化
及
び
参
考

人
制
度
の
創
設
を
盛
り
込
ん
だ
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
朝
日
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正

な
ど
同
議
案
、か
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
可
決

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

日

程

と

概

要

開
会
自
の

3
日
は
、
提
案
さ
れ

た
日
議
案
の
提
案
理
由
説
明
並

び
に
議
案
の
細
部
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

翌
4
日
は
上
程
案
件
に
対
す
る

質
疑
が
、
7
日
に
は

7
人
の
議
員

か
ら
町
政
全
般
に
わ
た
る
代
表

・

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

上
程
条
件
並
び
に
結
願
2
件

・
陳

情
等
2
件
が
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常

任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
か
ら
継
続
審
各
と

な
っ
て
い
た
諮
問
馴
の
「
『
消
費
税

法
』
の
郎
時
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
保
択
に
つ
い
て
」
及
び
陳
情
の

「小
選
挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対

し
、
議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
」
は
、

諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
、
そ
れ
ぞ

れ
継
続
審
完
に
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

保
育
料
の
軽
減
を
は
じ
め
と

す
る
人
口
減
少

・
過
疎
化
に
対
応

ぺ
saa

’
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j
イ
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｝
刑

～

h

－
療るあで関機療匿な近身

叩
日
は
、
議
会
か
ら
付
託
さ
れ

た
上
程
案
件
並
び
に
請
願

・
陳
情

等
が
常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査

さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
は
B
に
は
、
委
員
長

報
告
、
討
論
を
経
て
採
決
の
結
果
、

上
程
さ
れ
た
日
議
案
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
黒
東
合
口
用
水
組
合
議

会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
新
し

い
同
組
合
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。

し
た
行
政
施
策
を
推
進
さ
れ
た
い

0

2

ご
み
減
量

・
再
資
源
化
の
た

め
の

「対
策
検
討
委
員
会
」
を
早

急
に
発
足
さ
せ
、
対
応
策
を
示
さ

れ
た
い
。

3

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
各
診

療
所
の
運
営
に
関
し
て
は
、
地
域

住
民
が
不
便
の
な
い
よ
う
な
工
夫

と
き
め
細
か

い
地
策
に
配
慮
さ
れ

ふ
に
し
。

4

今
年
度
は
泊
病
院
の
不
良
債

務
解
消
を
目
指
す
経
営
健
全
化
計

画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
引
き
続

き
目
練
達
成
に
向
け
努
力
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
の
資
料
を
提
出
さ

，E
し、
－
、．
。
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5
泊
病
院
に
お
け
る
清
掃
業
務

の
重
要
性
に
鑑
み
、
職
員
確
保
の

た
め
の
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

広
域
固
に
対
し
、
医
療
廃
棄
物
の

処
理
を
要
請
さ
れ
た
い
。

B
親
し
み
ゃ
す
く
開
放
的
な
環

境
と
す
る
た
め
、
泊
病
院
の
中
央

受
付

・
支
払
窓
口
の
オ
ー
ブ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
化
を
検
討
さ
れ
た
い
。

請
願
の
「
国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般

の
状
況
を
勘
案
し
、
継
続
審
査
に

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

． 

4・‘......................_ .... ...._ ~ .....・...........‘a‘4‘a‘4‘a‘4・‘..... ・4‘4・...‘.. 

次
い
で
、
議
員
提
出
議
案
5
議

案
が
追
加
上
服
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
後
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、請
願

3
件
、
陳
情
等
3
件

の
審
資
結
果
は
、
保
訳
3
件
、
継

続
審
査
3
件
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望
一

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

文
教
ゾ

l
ン
整
備
計
画
の
砲

設
に
つ
い
て
、
最
も
有
利
な
財
源

で
建
設
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
研
究

さ
れ
た
い

0

2

小
学
校
の
施
設
修
繕
に
つ
い

て
は
、
緊
急
を
要
す
る
箇
所
か
ら

速
や
か
に
対
応
さ
れ
た
い
。

請
願
の
「
有
害
図
書
等
追
抜
対

策
の
強
化
に
つ
い
て
」
と
、要
望
の

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

ゑ
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

陳
情
の
「
海
岸
道
路
建
設
に
伴

う
地
元
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
」

は
、
願
意
妥
当
と
認
め
、
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

‘’‘’司’同’‘’‘’‘’‘’‘’‘・

6
月
議
会
で
は
、
フ
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
た
り
、
出
件
の
代
表
・

一
般
質
問
、
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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町
有
施
設
の
管
理

電
司

合
思
色
私
民
払

童日目・

考
え
は

今
年
度
の
町
有
施
設
管
理
費
は
、

職
員
給
与
を
伴
う
も
の

・
伴
わ
な

い
も
の
の
合
計
で
l
憶
3
、
5
0
0

万
円
余
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
責

任
あ
る
団
体
や
地
区
へ
の
委
譲
、

又
は
法
人
化
に
よ
り
、
管
理
の
合

理
化
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答

弁

効
率
的
な
管
理

・

運
営
に
努
力

現
在
却
余
り
あ
る
町
有
施
設
の

管
理
等
に
は
最
説
固
め
努
力
を
し
て

い
ま
す
が
、
類
似

・
近
接
施
設
の

一
体
的
管
理
や
法
人
組
織
に
よ
る

管
理

・
運
営
の
方
が
効
率
的
、
ま

た
一
味
違
っ
た
活
動
内
容
が
期
待

で
さ
る
こ
と
も
巧
え
ら
れ
、

4
月

に
は
財
団
法
人
制
日
町
文
化
・
体

育
振
興
公
社
を
設
置
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
他
地
設
に
つ
い
て
も
、
寅

任
あ
る
団
体
へ
の
委
託
や
法
人
等

に
よ
る
効
率
的
な
管
理

・
運
営
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

富 海
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浜
茶
屋
業
者
が
県
か
ら
営
業
計

－
議
会
だ
よ
り

＠

lだより｜

議
案
・
請
願
等

の
採
択
結
果

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成
3
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

O
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
l
号
）

条

例

。
朝
日
町
各
種
委
員
会
委
員
等
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例
一

部
改
正
の
件

O
低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
進
法

施
行
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
の

一…
件。

朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

一
部
改
正
の
件

議
員
提
出
議
案

。
有
害
図
書
等
追
放
対
策
の
強
化

に
関
す
る
意
見
書

O
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と

の
国
交
樹
立
に
関
す
る
意
見
書

O
ゆ
と
り
創
造
宣
言

。
朝
日
町
議
会
委
員
会
条
例

一
部

改
正
の
件

O
朝
日
町
議
会
会
議
規
則
一
部
改

正
の
件承

認
さ
れ
た
も
の

平
成
2
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

7
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号）

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

（第
4
号）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第

4
号）

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号）
平
成
3
年
度
補
正
予
算

。
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

l
号）条

例

。
朝
日
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
件

－
平
成

3
年
8
月
号
＠
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可
を
受
け
る
際
の
条
件
と
し
て
、

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
後
の
海
浜
地
帯

の
清
掃
を
徹
・
抵
さ
せ
る
な
ど
の
行

政
指
導
や
附
し
た
者
が
肉
ら
空
き

缶
や
ご
み
を
後
片
付
け
す
る
公
徳

心
の
高
揚
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

答
弁

際
…
州
一
一制
約
峨
鮒
め
る

浜
茶
屋
の
設
置
に
は
県
の
占
用

許
可
及
び
仮
設
建
築
物
の
許
可
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
際
の
清
揃
義

務
付
け
を
要
諦
す
る
と
と
も
に
、

確
認
通
知
岱
交
付
時
に
は
、
観
光

地
に
ふ
さ
わ
し
い
海
水
裕
場
と
し

て
の
行
政
指
導
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
小
・

中
学
校
で
は
、
自
分

の
ご
み
は
持
ち
帰
る
運
動
を
展
開

し
て
お
り
、
引
き
続
き
豊
か
な
心

を
育
て
る
教
育
を
主
目
標
と
し
て

ま
す
。

答
弁

厳
し
い
中
で

健
全
化
に
努
力

最
も
身
近
な
医
療
機
関
と
し
て
、

今
日
ま
で
診
療
所
の
運
営
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
会
計
は
年

々
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
の

一
つ
め
方
策
と
し
て
は

泊
病
院
の
医
師
、
看
護
婦
の
派
遣

に
よ
る
定
期
的
な
診
療
体
制
な
ど

も
考
え
ら
れ
、
一
一
層
連
携
を
昔
に

し
て
、
地
域
住
民
の
健
康
の
保
持

m進
と
診
療
所
の
経
営
健
全
化
に

努
め
た
ト
怯
ぜ

パ丸
て
い
ま
す
。
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J

V
．ペペ．
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「
中
の
川
用
水
一正
の
．政
修

州、－一，
t
H

．． 4

イ

喜

男

改

修

へ

の
対
応

a
F
R
水
利
の

一
本
化
を

複
雑
極
ま
る
当
町
の
水
利
系
統

の
中
に
あ
っ
て
、
「
中
の
川
用
水
」

家
庭
、
地
域
と
も
連
携
し
て
、
徳

性
の
緬
養
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ヘ－

d
F
・3
p
v
f

，
会
。
七
ご
ろ
Y
A々

］一令汎
F
J
予・，、川’
J

企
画
情
報
課
新
設

会－

H廷内一一
HY

質

問

主

旨

と

対

応

は

企
画
情
報
課
新
設
の
主
旨
と
対

応
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

明
問
団
む
べ
き
方
向
を

行
政
に
対
す
る
期
待
の
増
大
、

複
雑
多
械
化
す
る
行
政
需
要
に
対

し
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
企
画
情
報
課
は
、

豊
か
で
活
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
推

進
の
方
策
や
新
総
合
計
画
第
2
次

基
本
計
画
達
成
の
た
め
、
町
の
進

む
べ
き
万
向
を
リ
ー
ド
し
、
ま
た

各
課
の
横
の
辿
絡
調
整
を
図
る
と

と
も
に
電
算
シ
ス
テ
ム
導
入
計
画

の

推

認

主

イ
。

山
市
γ
・4
…jソ
宇
ム
ラ
E
F
7
4
べ

2
0畑
ロ
津
田
体

．L
ど込山
Y
G

童
日
司

体
育
館
起
誌
の

E
R
め
ど
は

当
町
で
の
団
体
競
技
種
目
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
（成
年
男
子
9
人
制
）

と
決
定
し
ま
し
た
が
、
総
合
H

体
育

館
建
設
の
め
ど
や
規
模
、
予
算
等

を
伺
い
ま
す
。

の
補
修
、
改
修
の
際
の
費
用
負
担
、

ま
た
町
の
水
利
系
統
の

一
本
化
、

さ
ら
に
下
水
道
整
備
と
の
関
係
な

ど
に
つ
い
て
ど
う
考
え
、
対
処
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

附
剛
一
枝
一
州
…
将
司
制
限

「中
の
川
用
水
」
の
改
修
等
に

は
、
利
用
実
態
を
踏
ま
え
て
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
水
利
用
は

長
い
歴
史
に
基
づ
く
水
利
権
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

一
元
化
は
極
め
て
困
難
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
効
果
的
な
管
理
方
法
に

つ
い
て
時
間
を
か
け
て
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
下
水
道

4
業
は
、
本
年
度

に
そ
の
基
本
計
画
作
成
業
務
委
託

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
各
補
助
制
度
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
事
業
の
促
進

を
図
り
た
い
、注
考
え
て
い
ま
す
。

入
九
人
古
川
4

ょρ
’
必
ふ
F
－M

名
濃
い周
辺
聾
備

‘VA
－VA
－－、‘．帯
a

－－a
・

H

丸必＼
－vk－
J
J

質

問

整
備
計
画
は

本
年
4
月
、
県
内
幻
カ
所
の
名

様

「
と
や
ま
の
滝
」
に
当
町
か
ら

三
つ
が
選
ば
れ
た
が
、
観
光
資
源

と
し
て
活
か
す
た
め
の
散
策
歩
道

や
展
望
台
等
の
周
辺
格
備
計
闘
を

伺
い
ま
す
。

答

弁

紋
鰍
げ
ん
恥
一
昨
整
備

脱
技
会
場
の
地
設
技
備
は
、
本

年
度
に
策
定
予
定
め
文
教
ゾ
ー
ン

整
備
計
画
の
中
で
十
分
配
慮
し
、

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
検
討
に

入
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後

関
係
当
局
と
十
分
連
携
を
取
り
、

財
源
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
宿
泊
、
選
手
輸
送
、
大
会

運
営
は
、
町
の
特
性
を
生
か
し
た

受
入
れ
体
制
の
整
備
、
組
織
づ
く

り
に
取
り
組
み
た
い
と
身
え
て
い

ま
す
。

－

f
．‘

ね
訂
以

MVワ

体
育
施
設
の
・運
営

刈
v

－＼．、
h
p・
・
畳
奇
書
守

パ与え

喜
男
プ
l
ル
ハ
テ
ニ
ス
コ
l

E
R
ト
・
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド

余
暇
の
増
加
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

関
心
が
高
ま
る
中
で
、
町
営
プ
ー

ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
小
丸
山
グ

ラ
ン
ド
の
開

・
閉
場
や
祝
祭
円
の

利
用
な
ど
、
管
理

・
運
営
に
つ
い

て
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
聞

き
ま
す
が
、
ど
う
対
応
さ
れ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答
弁

別
切
実
態
等
を

町
営
中
央
プ

i
ル
は
例
年
6
月

下
旬
か
ら
9
月
上
旬
ま
で
開
場
し
、

昨
年
は
盆
の

3
日
間
と
低
温
日
の

答
弁

一
山
崎
将
置
を

「
と
や
ま
の
沌
」
と
し
て
選
定

・
さ
れ
た
七
重
滝
、
魚
止
滝
、
北

X

の
三
段
沌
の
保
護

・
整
備
の
た
め

必
要
な
措
置
を
講
じ
、
自
然
保
護

窓
識
の
高
尚
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

魚
止
沌
周
辺
は
危
険
箇
所
が
多

く
早
期
の
整
備
は
困
難
で
す
が
、

七
重
滝
に
つ
い
て
は
既
設
の
休
憩

施
設
や
説
明
板
に
加
え
、
歩
道
の

整
備
や
周
辺
の
維
持
管
理
に
努
め
、

ま
た
北
又
の
三
段
沌
に
つ
い
て
は
、

周
辺
樹
木
の
伐
採
や
説
明
板
の
設

置
に
向
け
営
林
器
等
と
の
協
議
を

進
め
た
い
と
予
f
え
て
い
ま
す
。

H
r
 

－

－
h
・

示

新
齢
幹
線
と
在
来
線

電
白
羽
在
来
線
存
続
の

E
日
刊
行
動
を

新
幹
線
並
似
て
と
作
来
線
存
続
問

3
日
開
閉
場
し
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
体
育
館
と
同

様
火
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始

を
休
日
と
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ー

プ
ン
し
て
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り

今
後
利
用
実
態
等
を
見
な
が
ら
時

間
を
か
け
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
は
、
特

に
野
球
関
係
団
体
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
当
面
引
き
続
き
管
理
、
運

営
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

－Y
F
P
H
r

．
 

r
 ．．
 9H

．4川
j

～ぐ！－

L
一
・
＆

R
F
e
A
－
J
’1
4

診
ぶ
療
十
冊川
小
盤
γ

備

．d
o
y品安ペリゅの

4

5周
到d

整
悦
ぶ
－
穏
健
対

E
Y
R
応
は

泊
病
院
の
経
営
健
全
化
や
財
政

合
理
化
の
観
点
か
ら
、
4
診
療
所

の
整
備
を
ど
う
考
、ぇ、

将
来
的
に

は
ど
う
対
応
す
る
つ
も
り
か
伺
い

題
が
世
論
を
高
め
て
い
る
中
で
、

今
後
J

R
に
よ
る
在
来
線
存
続
の

世
論
を
起
こ
す
詩
作
動
に
つ
い
て
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

説
会
と
も
歩
調
を

答
弁

合
わ
せ
て

新
幹
線
の
整
備
は
地
域
経
済
活

性
化
等
に
大
き
く
は
献
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
J

R
北
陸
線
の
廃

止
も
と
う
て
い
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

ど
ち
ら
か
を
選
択
せ
よ
と
言
わ
れ

れ
ば
、
通
勤

・
通
学
の
足
と
し
て

不
可
欠
な
従
来
線
を
取
り
た
い
と

与
え
ま
す
が
、
新
幹
線
の
必
要
性

も
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
議
会
の
特
別
委
員
会

と
も
砂
調
を
合
わ
せ
て
、

J

R
の

経
営
に
よ
る
在
米
線
存
続
に
向
け

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

駅泊ロ川au イ

－
議
会
だ
よ
り

＠

報
告
さ
れ
た
も
の

O
笛
山
県
町
村
公
平
委
只
会
共
同

設
置
規
約
め
変
更
の
件

O
平
成
2
年
度
朝
日
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

選
挙
さ
れ
た
も
の

O
黒
束
合
口
用
水
組
合
議
会
議
長

選
挙
の
件

※

当
選
者
水
野
甚
之
輔
（
山

崎
新
）、
川
瀬
茂
（
下
野
）
、
住

吉
啓
二

（
下
山
新
）
、
藤
田
昇
吾

（
三
枚
橋
）
、
平
崎
知
勝
（
道
下
）

採
択
に
な
っ
た
も
の

O
有
害
図
書
等
追
放
対
策
の
強
化

に
つ
い
て

O
日

・
朝
国
交
正
常
化
の
早
期
実

現
に
つ
い
て

。
海
岸
道
路
建
設
に
伴
う
地
元
負

担
の
軽
減
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O

「
消
費
税
法
」
の
即
時
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

。
小
選
挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対

し
、
議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求

め
る
立
見
採
択
に
つ
い
て

永
年
勤
続
表
彰

富
山
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

6
月

6
日
に
宮
山
県
市
町
村
会

館
で
開
催
さ
れ
た
宮
山
県
町
村
議

会
議
長
会
臨
時
総
会
の
席
上
、
平

崎
知
勝
・
大
沢
龍
松

・
深
松
実
の

三
氏
が
初
年
以
上
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自

治
の
仮
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。h

－阿
鳴
が
叫
ん崎平大沢龍松氏

－
平
成
3
年
8
月
号

＠

口行口誤・…．，課題が困難で，すぐにはその課題を解決できる見通しが立たないときに，試みに行い，その絡栄として

の誤りをくり返しつつ．課題の解決を追求していくことをいう。
(2) 

実氏

(3) 天口口異……天地の聞に起こるもろもろの自然の異変をいう。

深松



越

働
く
こ
と
が
喜
び

行
商

之
助

四
十
五
年

広

田

キ

ク

ヱ

さ

ん

「
あ
の
自
の
こ
と
は
今
で
も
は
っ
き
リ
と
覚

え
て
い
ま
す
よ
。
担
い
で
出
た
五
十
ぱ
い
の
亦

イ
カ
を
全
部
売
り
尽
く
し
た
と
き
は
、
そ
り
や

も
う
、
う
れ
し
く
っ
て
う
れ
し
く

っ
て
・：
」。

あ
の
臼
と
は
、
昭
如
二
十

一
年
六
月
二
日
。

広
田
キ
ク
ヱ
さ
ん
（
七
十
五
歳

・
亦
川
）
が....「さきも音も変わらぬ，これが私の

、、制限HですJ と広田さん。

教材；裁が《~
広

田

和

徳

さ

ん

（
お
歳
・草
野
）

£；〉
~丞2よ

お
し
ゅ
う
と
め
さ
ん
に
代
わ

っ
て
初
め
て
行
商

に
出
た
日
の

こ
と
で
す
。
そ
れ
以
来
今
日
ま
で
、

附
の
日
も
風
の

H
も
、
そ
し
て
雪
の
日
も
、
広

閉
さ
ん
は
行
尚
一
筋
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

「
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
日
に
三
万
以
千
歩

は
歩
い
た
も
の
で
す
が
、
今
は
も
う
年
を
と

っ

て
し
ま
っ
て
」
と
笑
い
ま
す
が
、
地
下
た
び
に

き
や
は
ん
を
巻
き
、
リ
ヤ
カ
ー
を
押
す
妥
は
元

気
そ
の
も
の
。
今
て
も
白
州
以
外
は
毎
H
、
針

中
や
愛
本
、
山
崎
、
大
家
庄
ぃ
刀
両
と
い

っ
た
五

つ

の
コ

l
ス
を
日
替
わ
り
で
凶
り
、
魚
や
－十
物
、

一豆
腐
な
ど
を
売
っ
て
歩
き
ま
す
。

働
く
こ
と
が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
か

っ
た

と
い
う
四
十
瓦
年
問
。
「
つ
ら
い
な
ん
て
一
度

も
思

っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね

3

こ
れ
も
丈
夫

に
育
て
て
く
れ
た
親
と
、
私
を
待

っ
て
い
て
く

だ
さ

っ
た
お
客
様
の
お
か
げ
：
・
」
と
目
を
細
め

る
広
田
さ
ん
。
「
ま
た
秋
に
お
湯
へ
行
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
と
、

ま
た
、
リ
ヤ
カ
ー
を
押
し
て
歩
き
出
し
ま
し
た
。

y K K黒部工場

火星座名いて座

目
標
は
国
体
出
場

今
年
の
四
月
か
ら
町
の
山
昔
救
助

隊
の
メ
ン
バ

ー
に
な
り
ま
し
た
。
八

月
下
旬
に
は
朝
日
岳
方
面
へ
の
山
岳

パ
ト

ロ
ー
ル
に
も
参
加
す
る
予
定
で

す
が
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
峨
収
し
て

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
、

三
歳
の
と
き
か
ら
始
め

た
ス
キ
ー
。
ゴ
ル
フ
や
バ
イ
ク
で
の

ツ
ー
リ
ン
グ
な
ど
も
や
リ
ま
す
が
、

何
と
い
っ
て
も
当
面
の
目
標
は
、
ス

型nu 

先
一
型

務
一
液

勤
一
血

A
M

－
－大

会趣 味 ス キ ー，ゴルフ，バイク

キ
ー
で
の
国
体
出
場
。
冬
場
は
子
供

た
ち
の
指
導
も
し
て
い
ま
す
が
、
僕

自
身
、
十
二
月
に
は
カ
ナ
ダ
へ
滑
り

に
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ

ま
で
も
何
度
か
海
外
へ
出
か
け
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
向
こ
う

の
富
は
違
い
ま
す
ね
。

結
婚
で
す
か
？
ま
だ
ま
だ
先
の
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
明
る
く

て
す
な
お
な
コ
が
理
想
の
タ
イ
プ
で

す
。

仲

良

し

三

人

組

「
広
報
あ
さ
ひ
」
の
三
人
目
誕
生
の
欄
に
は
く

の
名
前
が
載
っ
て
恥

一
年
。

ぽ
く
大
き
く
な
っ

た
で
し
ょ
。
和
佳
兄
ち
ゃ
ん
と
有
里
子
姉
ち
ゃ

ん
に
固
ま
れ
て
、
毎
日
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま

す
。兄

ち
ゃ
ん
は
ご
覧
の
と
お
り
逗
し
く
て
力
持

ち
。
腕
相
撲
な
ん
か
強
い
ん
だ
っ
て
。
兄
ち
ゃ

ん
に
遊
ん
で
も
ら
う
と
コ
テ
ン
コ
テ
ン
に
な

っ

て
目
が
闘
っ
そ
う
に
な
る
ん
だ
。

で
も
兄
ち
ゃ

ん
の

H

タ

カ

イ

タ

カ

l
イ
。
大
好
き
。

姉
ち

ゃ
ん
は
人
形
遊
び
が
あ
ま
り
好
き
で
な

い
の
に
は
く
の
こ
と
は
好
き
み
た
い
。

ご
は
ん

を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
り
、
＃
宿
替
え
や
オ
ム
ツ

替
え
な
ど
何
で
も
し
て
く
れ
る
。
ぼ
く
を
笑
わ

せ
る
の
な
ん
か
大
の
得
意
な
ん
だ
。
ハ
取
近
じ
ゃ

「
ヨ

シ

ア

キ

ダ

メ
／
・」「
ア
ブ
ナ
イ
ノ
」

っ
て

お
母
さ
ん
が
二
人
い
る
み
た
い
だ
。

兄
ち
ゃ
ん
、
姉
ち
ゃ
ん
、
ず
っ
と
ず
っ
と

ヨ
ロ
シ
ク
、不
／

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

.6、
~ 

目
標
は
技
術
の
練
磨

と
会
員
増
加

私
た
ち
「
山
崎
ゲ
ー
ト

ボ

l
ル
好
友
会
」
は
、
昭

和
丘
十
八
年
に
結
成
さ
れ

た

「
ゲ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
が

そ
の
前
身
。
昭
和
六
十
一

年
に
改
称
し
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー

ト
以
米
八
年
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
全
員
は
男
十
二
人
、
女

十
八
人
の
計
三
十
人
。
審
判
員
資

格
者
も
十
一
人
お
り
、
回
チ

l
ム

制
成
を
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
週

二
回
、
山
崎
運
動
公
闘
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
冬
場
は
小
学
校
の
体

育
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

結
成
当
初
は
地
区
内
で
和
気
あ

い
あ
い
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
が
、
最
近
で
は
問
や
都

・

県
の
大
会
に
も
参
加
し
、
時
に
は

優
勝
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
女
子
県
大
会
シ
ニ
ア
級
で

優
勝
、
今
年
五
月
に
高
知
県
で
開

J
U引U
即
船
防
相
V

F

E
E－－－－－
E
4

h恥

か
れ
た
全
国
選
抜
大
会
に
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
好
成
績

は
残
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
去
る
六
月
に
は
、

三
世

代
交
流
高
山
県
大
会
に
も
参
加、

県
内
凶
十
四
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
世
代
を
超
え
た
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

今
や
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
は
、
老
若

男
女
す
べ
て
の
人
々
の
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
楽
し
ま
れ
る
時
代
で
す
。

私
た
ち
師
友
会
も
々
技
術
の
練
磨

と
会
員
地
加
H

を
目
標
に
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

東口西ロ ーあっちニっちと懸命に駆け回る僚をいう。

場’F眼輔副師’唱＇時・・・p

(4) 

怠

巴主

メ
を
釣

っ
た
仲
間
も
い
ま
す
よ
。

ー

l
－
－
こ
が
ヒ
ス
イ
海
岸
と
い
う

の
は
ご
存
じ
で
し
た
か
？

島
田
は
い
、
そ
れ
ら
し

い
石
は

た
く
さ
ん
拾
っ
た
ん
で
す
が
、
本

物
は
あ
る
か
ど
う
か
開
。
で
も
、

ヒ
ス
イ
海
岸
と
い
う
の
は
ロ
マ
ン

いか
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。

－

｜
キ
ャ
ン
プ
場
も
含
め
、
町
に

対
す
る
ご
意
見
を
。

島
田

先
に
も
一窓
口
い
ま
し
た
が
、

も
う
少
し
車
の
乗
り
入
れ
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
。
そ

れ
と
、
今
回
は
金
沢
か
ら
来
た
メ

ン
バ

ー
も

い
る
ん
で
す
が
、
国
道

を
通
っ
て
き
た
場
合
、
海
岸

へ
の

人
口
が
わ
か
り
に
く
い
で
す
ね
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
に
つ
く
よ
う
な

案
内
板
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

口船~tロー・南へは鉛てか行き，北へは馬で行くと い うこと。中国では，南方に川や運i可が多〈，北方~！： Ii草原が多い
ところからこの言葉がある。あっちへこっちへと忙しく動き回ることめたとえ。

包

馬場キャンプ場でキャンプ

を楽しんでいた島田芳幸喜ん

(37）は，富山市の会社員。「以

前からこのキャンプ場へは来

てみたいと思っていたんです

よ」と話します。

ζ〉

ゐ
さ

巳二：，）
~ 

あ

｜
｜

こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
こ
と
は

前
か
ら
ご
存
じ
で
し
た
か
？

島
田
え
え
、
学
生
時
代
か
ら
知
っ

て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
に
高
山
へ

帰
省
す
る
際
、
列
車
の
窓
か
ら
見

て
ま
し
た
か
ら
ね
。
テ
ン
ト
が
い
っ

ぱ
い
立
ち
並
ぶ
様
子
を
見
な
が
ら
、

い
つ
か
は
行

っ
て
み
た
い
と
町

悶ひ

っ
て
い
キ
ナ
し
た
。

｜
｜
実
際
に
キ
ャ
ン
プ
を
し

て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

‘
同唱

島
田

駐

車

場

か

ら

ち

ょ

っ

、

）
＼

と
速
い
の
か
難
点
で
す
が
、

ド

tLしい

！

f

pJ 

松
の
本
な
ど
も
た
く
さ
ん
あ

司

／

っ
て

い
い
感
じ
で
す
ね
。
海

に
も
近
い
し
、
白
分
た
ち
で
遊

び
を
考
え
る
分
に
は
、
い
い

キ
ャ
ン
プ
場
だ
と
思
い
ま
す
。

き
の
つ
め
晩
は
、
本
場
の
タ

ラ
汁
も
食
べ
ま
し
た
し
、
今

日
は
刺
か
ら
キ
ス
や
ア
イ
ナ

wv 
招
紗

乙
l

(5) 



Vあさひきみっと2代目（14)

M 引屯酌U

一一一一一一二.l!＂＂盟 主ニー
F、C I¥!. I a f, 、.，，

...かきんた－2 ( 17) 

』司
ぷ
ん
じ
ゅ
－
v
（
川
）

’4ρrt/t＇む
tま

σ》

譲
与匂：
つ F

て
合 bv 可
!..5 ぽ＇＜..；；色政t点字λ

Vパイン品アップル（13)

>y .. も＇（•，令

今回~.；！も／＼•，＜~；ーしK.
Jーがさιl:ffl.＜野内局窓

終’ほし穴司、？
・，r’~（.；むJわさl.tdl~量別企

教え，..，，守ι、

J -13 2・3 主－/3 

企モモ・ピーチ（？）

＊之のページをみんなでつくるペー

ジ！こしたいと思います。イラストや

マンガ．ご貴重見，皆さんに知らせた

いこと， 1(J.んでもけつこうです。ど

しどしお寄せください。

紙上匿名le!:，その旨容はっきり怠

いて，住所，氏名を明記して送って

ください。ぎた，広綴係でle!:，広報

あさひに対するご意見や，取り上げ

てほしい問鐙など告さんの声をお待

ちしています。ご一事患を。

...アサヒサミッ ト（72)

V北京（中日傭毒）ダック（15)
可吋L毛、警

...於程挨暢緋拠（？）

ジも たさヲの
〆 v

v 

~·σ〉・わ
ムー彰

っi芯’y

－
み
ん
怠
の
ペ
ー
ジ
＠

K 慌
f 母

で lコム七、の「球
すでウヤ？ヤ）
'-' t~ ~ 今 』 今し

ヤ・耳ユ ユて
今・でウ ウこ
ュ・ t~ ち しろ
ウ・ヤ・が てん
のキ・う こ だ
K ム・、 ろが
くウ・ヤ ん 」
ん、今だ

（ふ
D
か
け
の
目
？
〕
（4
宮ん）

出
席
ノ
ー
ト
を
指
き
し
、
『
お

母
ぎ
ん
、
こ
の
白
ね
、
ふ
り
か

け
の
日
ゃ
か
ら
梅
干
し
入
れ
た

ら
だ
め
や
よ
』
と
言
う
の
で
、

『
へ
え

l
、
ふ
り
か
げ
の
白
の

シ
i
ル
主
で
あ
る
ん
だ
』
と
感

位
し
て
ノ
ー
ト
を
え
る
と
、
ふ

り
か
え
保
日
の
自
の
所
で
し
た
。

災
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子

供
っ
て
楽
し
い
で
す
。

動認
A花命羅（15) 

A字きれーやよあたし（14)

（
蛍
光
灯
）
（2
歳
児
）

（
お
昼
寝
の
時
間
が
終
わ
り
）

保
母
「
そ
ろ
そ
ろ
起
き
る
時
間
で

十
ヲ
ャ
ム
伊
」

（
天
斗
の
長
い
霊
光
灯
の
明
か

り
が
つ
い
た
の
を
見
て
）

K
ち
ゃん「
あ
っ
マ
ッ
今
つ
い
た
」

（
赤
ち
ゃ
ん
〕
（3
歳
児
）

（
ホ
ち
ゃ
ん
の
様
子
を
え
て
い

て）
A
ち
のん「
本
ち
ゃ
ん
て
、
自
見
え
ん

が
！
？
」

保
母

「そ
や
よ
。
あ
ん
ま
り
見
え

ん
か
ら
テ
レ
ビ
も
え
ら
れ
ん

ね
え
」

A
E
ん「
め
が
ね
か
げ
た
ら
い
い
に

h
リ
」

野

球）
〈3
歳
児
）

両立

か
ら
、
州
選
で
三
人
の
人
に
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
ま
た
、
仙
人
門
え
の
ほ
か
広
報
あ

さ
ひ
に
つ
い
て
の
ご
怠
比
や
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
書
き
添
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
辛
い
で
す
。

な
お
、
紙
上
匿
名
を
希
望
の
場

合
は
、
そ
の
骨
を
は
っ
き
リ
と
書

い
て
く
だ
さ
い
。

会
あ
て
先

干
蜘
l
w
朝
日
町
道

下
1

1
3

3
岳
地
朝
日
町
役
場

総
務
課
秘
書
広
報
係
ま
で
。

会
締
め
切
り
は

8
月
日
日
で
す
。

合
的
固
め
当
選
者
は
、
花
命
経
さ

ん
、
大
久
保
万
里
さ
ん
、
か
き
ん

た
｜
2
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
前
固
め
正
解
は
①
｜
⑮
、
②
ー

⑮
、
③
1

⑤
全
問
正
解
者
は

M

名
で
し
た
）

－

e
 

端
叫
ん

1
4
ι
T

a
－I
T
s－h
晴、t
at

争
Am
h
i
f
h
r
、

貫
K
L前
l

受
ナ
ワ

n
A
m
な

（
手
の
す
り
傷
を
見
せ
て
）

K
〈
ん
「
き
の
う
、

ヤ
メ
デ
ム
ウ
（
野

町長めひとりごと

私は名刺の謀商に 『わた し

たちの町は，北アルプス白馬

岳（2,933m）からヒスイ海岸

まで，標高差は約3,000メート

ル。総面積の約60%が中部山

岳国立公閣と朝日県立自然公

園に指定きれている，自然豊

かな公聞の町て。す』と記載し，

日ごろから町のPRに努めて

いますが，観光客をはじめ全

国ピーチボール競技大会への

参加者など，毎年多くの方々

が朝日町を訪れます。

しかし，そうした方々から

よく耳にするのは『みやげも

のがない』， 『ヒスイの販売所

はどこてゆすか』といった声。

私も素人ながら， グリンピー

スのあんを入れたヒスイまん

じゅう， ヒスイグ〉原石を使っ

たお宝の拳置きなどを考えて

もみましたが，町民各位のア

イディアで、まちおこし。を

しようではありませんか。

聞くところによれば，日本

すいか害ljI）協会（ JSWA)

の公式ルールにもとづいたす

いか割り大会や，賞金をかけ

た砂浜でのビーチバレーボー

ルの全国大会を開くところも

あるとか。今，全国の各市岡

村では，それぞれ独自のまち

づくりとそのPRに懸命にな

って取り組んでいますG

、あなたの手で町がつくれ

ますJわが町でも，皆さんの

力をお借りして， まちっすくり

を進めたいと思っています。

( 7月18日記）

広
報
ク
イ
ズ
⑪

問

題

①

6
月
定
例
議
会
の
代
表
・

質
問
の
件
数
は
？

＠
μ
件

⑤

日

件

。

7
件

②
現
点
、
問
に
は
い
く
つ
の
診
療

所
が
あ
る
か
っ

③

2
つ

⑮

4

つ

。

6
つ

③

「
と
や
ま
の
滝
」
に
朝
日
町
か

ら
選
ば
れ
た
沌
は
い
く
つ
？

③

8
つ

⑮

5
つ

。

3
つ

（
2
P
1
5
P
め
議
会
だ
よ
り
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

〔
応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
（
例
①

l
③
、
②
l
⑮
、③

1
0
）、住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
中

－
平
成
3
年
8
月
号

。

二人口口……運動会の鏡抜の一つ。二人で一致協力して目標に向かうことのたとえ。(6) 口口努証…－－事を論じる僚に，広〈資料を引用L.あまねくよりどころを示しつつ話を進めることをいう。(7) 
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Vオゾンの子供（14)犯
協
働
吋
／
杭
仰

向

d
m川

ぷ
九
ど
fk
w

Z
M一臨
新
削

除。顔料畑山

ふるさ と

美術館

だより

• 1;!山遼也（ 5 ) 

Vえーくん・（14) 

c倒閥~1·鋳無料ご守的勺
財団法人砂鰍酬で1Jwr~の械の百須のJ
攻主義レこ列挙時Uて鮒ご~特技絶いたほすので、匂椋
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〉ヘ · .~年F
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' •' ll t ＂＇・ f."K 
M ぅ、h;1 W・＼＂目

今)411争＂＇＂~＂ι..－c.\I 
長んぞい5~$ 1月 I" 

hr 4 ミ凶

－
お
し
ら
せ
と
ス
ポ
ー
ツ

⑪

九九♂
第
9
田
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

｛%
的
…
沖

…M際
ウ
ノ
ト
リ
｜

幸
加
行
脚

色

内

・
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
の
部

（ネ
，
ト
｝

日

1
位
小
松
克
紀
防

2
位
小
品
ぷ
九
州

V

的

3
位
以
本
必
八

ω
4位
川

u

九
倣
朗
九

近
江
順
治
刀

－

K
T
f
－フ

一
ウ

L
l
の
部

l
似

U
H

州
出
従
道
山

♂

2
此
必
内
内
心
U

3

杭
前
川

d

以内
逸

一
川

4
位
・宇
品
川
純
川

3
ι
N…ぶ

l

A

W
州
北
川

・
ク
ロ

ス
め
部

l
佐
沢

山

本
作
八

η

2

位
小
松
い
け
んけ孔市

3

付
位
水
向
日
幹
峻
別

4
位
松
へ
れ
実
長
引

～

5
位
川

n
徹
朗
MM

古川
島
勉
∞
山
中

守

F

J
』

F
L

、bu”
内〆】

－

，
ト
h

，efι
刑円
。。

～
下
新
川
郡
中
学
枝
春
季
大
会

｛
凶
体

九
縦
勝

Mw
n
）
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
m
H
f
、

♂
£
辺

サ
，
ヵ
l

パ
ド
ミ
・
／
ト・
J

d

e
久
，
r

九
新
川
地
区
中
学
校
選
手
権
大
会

…l収
作

仁
制作
は

£

泊

2
W
ハ

叩

ド
、
‘
、
ン
ト
ン
、
m
H
f
バ
レ
ー
ボ
ー
ル、

凡
川
内
rr
パ
ス
ケ
吋
ト
ぷ

l
ル

九
新
川
地
区
ピ
l
チ
ポ
l
ル
大
会

（
%

山
人
必
門
小
学
校
体
台
館
）

九

－
mH
fお
ふ
以
上
の
郎
1
位

大

家

…
叱
ピ
ー
チ
ボ
i
ル
安一
針九五

－
k
f

♂
同
必
以
卜
．
の
部
i
此

ゲ

ル

メ

l
ツ

～
第
4
田
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

九
雌
批判

大

家
庄
8

次
勝
し
一
｛
山

♂

川川
）
参
勝

。
山
一
区

4
位
一
肘
ゆ

叶
う
会
入

（山
崎
）

九
第
羽
田
郡
民
体
育
大
会

（
刺
日
町
選

九

F
M成
総

催
勝
の
み

）

一

・
一
般
の

m
vピ
ー
チ
ポ
｜
ル
附
ケ
ト

九
八
グ
ラ
ス

｛ト八
・
米
比
ピ
ー
チ
ド
小
！
ル

一
泣
い叶
ヘド
一

日
ク
ラ
ス

｛大
家
内
ヒ
｜

九

～
 

九
九
附
宏
）、
臼
同
級

（岡
本
候
也
）、花
・崎

山
超
級

（安
達
員
上
士
、
陸
ト
髄
校
男

f

内

l
年
側

m
（
後
必
友
宏
5
分
内
紗
7
）

M
m

A
守

山
3
年
削
川

｛
石
橋
康
博
4
分
認
秒
2
）

｝

3
年
制

m
リ
レ

l
（
伊
磁

・
消
水

・

三
点
計
三
十
三
点
）
を
集
め
、

ん九

防
・
八小
，井
川
り
秒
7
）
定
一
悩
銚

（金
外

『
郷
土
ゆ
か
り
の
芸
術
家
作
品
展
』

》

h

九
附
ま
5
m
m
）
走
高
跳
（
ふ
れ
弁
明
ま

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

～山

m
叩）

l
年
砲
丸
投
（
松
本
隆
々

ま
た
、
七
月
二
卜
日
か
ら
八
月

｝

7
m
前
）
女

f
2
年
附
m

｛
よ
井
初

一二
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
『
井
口
文
九
尖
M
紗
4
）
3
年
削

m
（水
山
本
帆

秀

章

耐

の

世

界

』
展
と
し
て
絵
日
日
秒
7
）
3
年

m
m
（大
ぬ
尚
，
ナ
5

本
「
く
ろ
べ

の
ツ
ン
コ
ぎ
つ
ね
」
、
九
分
川
崎
秒
l
）
1
・
2
年
柵
m
リ
レ

l

「
ぼ
く
う
れ
し
か

っ
た
」
の
似
囲
内

（追
分

・
大
総

・
柳
ド

・
よ
作
部
紗

を
同
時
展
示
し
て

い
ま
す
。

ご
家

一

7
）
3
年
棚

m
リ
レ
l
（令
山

・
竹

V

内

・
ト〈
仏

・
水
・品
計
紗
6
）
定
帖
跳

放
お
そ
ろ
い

で
ご
米
航
く
ど
き
し
内

～

（絵
本
彩
子
4
m
羽
）
北
山
岡
銚

（広

な
お
、
観
覧
料
は
大
人
二
．
白
ド
～

印

刷
泊
代
1
m
m
）
抱
九
段

（大
’M
釘

小
中
高
生
出
円

（二
十
名
以
上
の
一
紀
f
u
m
幻
①
、
絵
本
彩
f
H
m
mm
）

団
体
は
四
割
引
き
）、

開

館

時

間

は

～

①

は
大
会
新

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
（
入
館

A

は
午
後
四
時
三
十
分
）
ま
で
と
な

V

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い

こ
と
に

つ

～

い
て
は
、
ふ
る
さ
と
美
術
館
（
宮

v

m
1
0
0
3
4
）
へ
石
問
い
合
わ

～

せ
く
だ
さ
い
。

d

,_, 
2・・
3-• ¥/:ilN 13＼淀川急つ版状会~

()j B Jf守81! 11 町何）AM10:00イ1 ：~
0 場グ｛桜町ノI~＼川崎菊鱗抑併l)
臼主4遅刻百町ライ1沢、7ラア

勇ffa内神漁業協同組合＼
熱波も級紙遣をほラニの）I／でf

Zコ。。 αl:)It)J ~ £;:! ~ ~ 
~ 

%
j
%
 

郷
土
ゆ
か
り
の
芸
術
家

佐
川

口
問

毘山内

閣
川

ふ
る
さ
と
美
術
館
で
は
、
七
月

十
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
朝

日
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術
家
の

作
品

（
日
本
画
十
四
点
、
洋
画
』ハ

版
刷
三
点
、
市
計
七
点
、
彫
刻

下津健次さんから
絵画3点工芸作晶2点

このほど，i1'i；／＇（川．のド部員~次さんから， 川

上峰f1l1作 「郷土むなど絵11hi3点．川防リLI），と作

「花ffーのi~l見「;;(j j など了．誤作品 2 点の l't if（な
寄付か｝ありま した。

また，去る 6)J 29 日に間Ill＼ された ~i 8回東

京刺臼会にil:Ho'I；；された ｝j々 か ら．（財)o;!)J円IDT
文化 ・体育振興公社に付し， 84.260μ］の得付
カずありました。

どうもありがとう ございました。

』F
川
上
回
時
仙
作
「
郷
愁
L

匿績の現渇かS
泊
病
院
内
科

宮
城
匡
子
先
生

氷
見
徳
太
郎
さ
ん
に

北
陸
体
育
指
導
委
員
表
彰

6
月
幻
日
、
福
井
県
で
開
催
さ
れ

た
北
隣
地
区
体
育
指
導
委
員
研
修
会

の
刷
会
式
の
席
止
、
池
波
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
氷
見
徳
太
郎

チ
ポ
ー
ル
愛
好
会
｝
じ
ク
ラ
ス

（大

家
正
ピ
ー
チ
ボ
l
ル
愛
好
会
｝
女

f

A
ク
ラ
ス

（火山
家
店
ヤ
ン
グ
ス
マ
イ

ル
）
B
ク
ラ
ス

｛大
家
出
ニ

斗
l
ス

マ
イ
ル

）
C
ク
ラ
ス

（
お
れ
ん
ぢ
）

V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
般
女
子

（
レ
モ

ン
ズ

｝
V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
一般剛山
f

（削
H
川
娃
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ）

家
抱
財
人

（的
ク
ラ
ブ

）
V
パ

ス
ケ
ゾ

ト
ボ
｜
ル
一
般
女
イ

｛的
ク

ラ
ブ

）
V
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
一般閉カチ

怯
（
山
本
健
・
一

・
告
則
的
仰
）
成
年

男
チ山
中

〈狩
谷
進
）成
年
男
チ
陸
（小

山怜
u
n
－

－
狩
谷
進
二

般
女

f
単
（本

国
間
ノ
γ
）
一
般
女
，
L
J

版
（水
嶋
副
長
・

民
間
点
々
実
）V
剣
道

．
般
出
ね
，
十
｛例

H
チ
ー
ム
｝
V
叫
ぃ
八
叱
時

↑
般
%
「

（州別
H
A
－
－
般
化

f
（川別
H
A
d

v
山。
球
．

般
川山
f
却

l
初
代

（川山
地

五
制
｝一

一
般
女

f
｛上
不
勝
良
－

v

サ
ー，
ヵ
l
一
般
削
H
f｛山川イ
ク
ラ
ブ

｝

・
児
取
の
部

v・米
泊
同
体

（路
町
正

気
采
泣
ス
ポ
ー
ツ
少
年
凶
）
児
求
問

人
1
年

（
山
崩
岬

・
一
利
）2
年
（住

部
一

紋

・
似
町
）
3
年
（鈴
木
忠
也
・

鋭
的
』

4
午

｛
正
端
tHK
W
－
桜
町
）

5
年
（
ぃ
山
町
出
必
%
・
以
町
）6
年
（
0

・町山
川
・十
郎
タ
館
｝
・
巾
九
干
の
郎

〈
凶

体
v
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
山内

f
、
パ
ス
ケ
y

ト
ポ
ー
ル
女
，
十
、
が
球
削
力
・ト、
采
道
、

サ
ッ

カ
ー
、
野
球
、
軟
式
庭
球
女
折
、

陸
じ
男
下
、

陪
上
女
千
、

陸
上
総
合

〈制
人
戦
v

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
f
（山

凶
仏
）‘
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
k
，十版

（大

肘日山内小
忠
・
ヂ
以
内
山川
良
）、£
道
仰

い時級

－
Hm山
他
必
｝、
白
川
純

（北
川

さ
ん
が
、
北
陸
地
区
体
育
指
説
委
員

協
議
会
か
ら
表
杉
さ
れ
ま
し
た
。

一台
大
会
等
出
場
団

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・

バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
水
島
智
征

（桜

井）

l
h川
江
照
子

（勝
同
久
チ
）・£

辺

必

m．ハ
（山
山
部

二
小
林
万
・

上
針
附
芙
｛
高
同
屯
谷
）
中
山
誠
一

（小
杉
）

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
肝
口

議
郎

｛出
附
加

ご

全
国
高
等
学
校
定
時
制
・
通
信
制
総

合
体
育
大
会
－

v
M
時
限
叫
笑

・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
波
辺
休
知
チ

一柏
原

克
「
、
山
山
良
川
山
f
、
比
野
洲
「
、

安
述
究
チ
、一
山
崎
市
一
千
、
村
山
直
子
、

筒
井
紀
チ
、
若
井
消
美

・
陸

上

折

笠

HHf
、
大
姉
直
一f
、
池
野
綾
チ
、

前
出
ゅ
う
子
、
武
山
除
み
ゆ
き
、
岩
佐

恵
、
丸
山
純
子
、
水
針
葉
子
、
伊
勢

谷
真
美

（以
上
泊
尚
〉

第
5
回
全
日
本
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

山
崎
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

（初
回
京
仁
外
剖
名
）

こんにちは。四月から泊病

院内科に来ました同械です。

名前をみて「アレ？」と思わ

れたHも多いと思いますが，

実は，三月まで私の姉が的病

院に勤務していたのです。従

って，姉妹で朝日町の皆さん

とお付き介いさせていただく

ことになり，大変うれしく思

っております。

専門は，息も姉も同じ循環

器 （心臓 ・高血圧） です。私

が循環器を選んだ理由の一つ

に治療薬の進歩があります。

循環器の病気はたくさんあり

ますが‘その一つ一つにさら

にたくさんの柴があります。

その中から忠者さんにー醤合

った薬をi越び，その忠者さん

に少しでも元気で民生きして

もらうことが医師の大きな仕

事です。

しかし，柴というのは両刃

の剣て二服用を勝手に中止し

たり f誌を増やしたりすると重

議な副作用が出たり．時には

命にかかわることもあります。

循環器の薬は特にその傾向が

強いのです。ですから皆さん

も薬は医師の指示に従って規

則的に服用し，もし具合の悪

いことがあれば〉必ず主治医

に相談してください。

私も皆さんから気較に相談

してもらえる医師であるよう

心がけていくつも りですので，

よろしくお馴いいたします。

之んにちは

－
平
成

3
年
8
月
号

⑪

発口忘口－－よくわからない・Jiftliがあると，発憤して食・Jiを「るニとも忘れてそのことの解明にが1111こる・ゥてしまう
といヲニと。

(8) 日間口見…・・あれこIL何度し人から聞くよりも，自分で一回でL笑際に見たほうがはるかによくわかるということ、(9) 



~朝日町社会福祉協議会は，

皆さんと共に地域の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・1場所

朝日町福祉センター内

ft83-0576 

げ
は
り
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
隠
窃
怠
ゃ
ん

バ

μ

き
れ
い
に
怒
り
ま
し
た
よ

約

日
東
紡
績
の
皆
さ
ん
が
有
磯
苑
で
清

掃

奉

仕

こ
の
ほ
ど
、
日
東
紡
績
泊
工
場

一
所
中
の
お
年
寄
り
に
手
作
り
の
？

の
皆
さ
ん
が
町
の
特
別
養
護
老
人

一
ス
コ
ッ
ト
を
贈
る
と
と
も
に
、
施

ホ
ー
ム
「
有
機
苑
」
を
訪
れ
、
入
一
設
内
の
窓
ガ
ラ
ス
ふ
さ
の
ボ
ラ
ン

ア道
4
ヂ
J
w

・

τ

テ
ィ
ア
み
乞
行
日
い

ま
し
た
。

マ
調
理
員

受
験
資
格

マ
一
般
事
務

（初
級
）

昭
和
的
年
4
月

2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た

は
米
年
3
月
ま
で
に
い午
業
す
る
見

込
み
の
人

マ
保
母

昭
和
位
年
4
片

2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
母
の
資
格
を
有

す
る
人
ま
た
は
平
成
4
年

3
月
ま

ミら しの情事足室

ホット求人情報
目性｜就業場所

~＇l l 休日

機械工繍佐11s~；： I 'oo i ~~~~ol女障害日

係i鳴1 160 1航。l~l~T橋
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ニと！l.t!!.途公共議事距安定所朝日分~ ft82-0198へお問い合わせ〈ださい．

職

日

町

． 
朝

貝

制
H
町
（
本
庁

・
出
先
機
関
）

で
いや
務
等
に
従
事
す
る
職
員
の
収

用
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

ほ
用
予
定
人
民

マ
一
般
事
務
（
初
級
）
若
干
名

マ

保

母

若

干

名

マ

司

書

一

名

資絡経験
免許毒事

不問

高校卒（電気科）
以上，経験者

不問
見習可

f主込
経験5年以上

平成3年 8月介

高校卒

不問

不問

採用
人数

2 

2 

5 

2 

金資年曲者ヨ整理｜求人 職種
番号

待

務

製

f妾

事

縫

3 

6 

7 

2 

4 

5 

3 

こ
の
慰
問
と

清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、
昨
年

に
続
き
今
回
が

2
回
目
。
点
、
心

の
込
も
っ
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
お
年
寄

り
の
皆
さ
ん
は
、

見
違
え
る
よ
う

に
ピ
カ
ピ
カ
に

な
っ
た
窓
ガ
ラ

ス
を
前
に
、
大

喜
び
の
様
子
で

し
た
。若

干
名

不問

Z級土木施工
管理技師

不問5 

8 

9 

一副
uwaf
－

－
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珂
国
回

世
陀

柚
木
三
郎
、
谷
口
信
二
、
山
本
海

一
之
助
、
八
木
ふ
み
、
山
崎
幸
義
、

男
、
谷
口
忠
勝
、
中
嶋
英
輔
、
中
一
山
崎
幸
子
、
尾
崎
三
郎
、
尾
崎
美

嶋
高
子
、
以
問
、
氷
作
、
稲
葉
扶
造
、
一
沖
恵
、

平
野
時
操
、
草
野
洋

f
、

柚
木
哲
次
、
松
下
掛
二
、
仙
木
光

一
草
野
昭
二
、
草
野
洋
子
、
草
野
悦

雄
、
谷
口
掌
友
、
谷
口
駅
造
、
中

一
子
、
平
坂
隆
一
、

ヰ
居
清
江
、
坂

嶋
千
代
乃
、
松
下
肇
、篠
田
峰
次
、

一
束
き
み
子
、
草
野
弘
、
下
津
精
二
、

岡
田
弘
、
岡
田
喜
久
子
、
岡
田
真

一
犬
回
笑
子
、
横
谷
松
太
郎
、
横
谷

和
、
附
田
裕
昔
子
、
松
倉
高
五
、

一
覧
二
以
上
灯
名
、
倒
口

（
7
月

松
倉
美
代
、
広
川
尚
晴
、
八
木
仙

一
日
日
現
ト
れ
）

IG
A
Y
O
A
Y
ω
y
m
y
n
v
A
Y
O
A
Y
A
O
A
r
o人
Y
OaA
Y
O
A
V
A帥
Y
A
I
o
I
O
A
Y
H
V
A
Y
O
A
Y

の

円

ら

円

亡

に

円

ら

話

円

亡

に

円

円

ら

話

同

意

∞

ぬ

か

叫

ら

話

∞

か

世

∞

ら

話

∞

ら

∞

か

世

叩

善

点

ん

J
か

世

A
ん

お

J
か

世

J

か

J
ん

お

A

r
n
き

日

ん

お

∞

さ

前

て

∞

ん

お

∞

ん

叩

き

前

て

∞

内

一

さ

前

て

3
勇

生

し

3

さ

前

て

ー

さ

子

生

し

l

店

貞

夫

生

し

が

と

保

生

し

合

静

が

と

支

波

米

が

と

口

ん

札

正

が

と

組

旦

ん

札

泊

佐

東

ん

札

肝

さ

お

川

ん

札

動

九

さ

お

行

リ

坂

さ

お

男

た

広

さ

お

移

夫

た

銀

よ

町

治

た

町

由

つ

憲

た

県

池

静

つ

陛

」

水

町

助

つ

水

父

な

水

義

つ

山

在

央

な

北

箱

清

栄

父

な

清

亡

に

横

父

な

何

回

小

亡

に

0

0

0

0

0

0

m

〉

掘
り

身
体
障
害
者
等

料

一
自
動
車
購
入
資
金

身
体
障
者
者
や
そ
の
家
族
な
ど

が
、
身
体
障
害
者
等
の
臼
常
生
活

（
通
院
、
通
学
、買
い
物
な
ど
）
に

必
要
な
自
動
車
を
購
入
す
る
際
、

捌
万
円
を
限
度
と
し
て
、
年
利

3

パ
ー
セ
ン
ト
で
必
要
な
資
金
を
お

貸
し
し
ま
す
。

貸
し
付
け
条
件
や
申
し
込
み
ん

法
な
ど
寸
身
体
障
害
者
等
自
動
車

購
入
資
金
」
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
地
区
の
民
生
委
員
ま
た

は
杜
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

賛
助
会
員
加
入
状
況

'" II寺 か町

おりがとう ！雄魚ら社たX 、i主加協だ

おたたかい窓 j 号~~ ~ ~ ！~ 
I三、込助募

l郎 寺 み会集
〔 、出カf 員 L
M 柚啓あにて
木次リ次お

議： ~~i
、嶋、々す

＠ 朝日町善意銀行

( 6月II日一 7月10日）

で
に
当
該
資
格
を
取
得
見
込
み
の

人円

v
司
書

昭
和
必
年

4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
司
書
の
資
絡
を
有

す
る
人
ま
た
は
平
成
4
年
3
月
ま

で
に
当
該
資
格
を
取
得
見
込
み
の

人マ
調
理
員

お
お
む
ね
昭
和
ロ
年
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
調
理
師
の
免
許
を

有
す
る
入

そ
の
他
の
条
件

問
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は

学
業
の
た
め
転
出
し
て
い
る
人
に

限
る
。

試
験
の
日

・
場
所

マ

一
般
事
務

・
保
母

・
司
書

。一

次

試

験

平

成

3
年
叩
月
初

日
（
日
）
高
山
県
立
富
山
東
高

等
学
校

。
二

次

試

験

日

月

下

旬

初

日

町
役
場

マ
淵
現
員

9
月

下

旬

朝

日

間
役
場

受
付
期
間

マ
一
椴
市
中
務

・
保
母

・
司
書

一キ
成
3
年

8
月
比
臼
（
月
）
か

ら

9
月
日
日
（
金
）
ま
で

マ
調
理
回以

は察 申 日 第 月 受 業 ま 2.－－－.受
派 署 込 （II)- 19付 程で日婦 験
出 （ み ・次 日 期 j支に）人 資
所 2 ・ 県 試 休） 聞 の生か笹 格
、72問 立 験 ま 学まら察

駐｜｜ 合 面 白 で 8 力れ昭官昭
在 1 わ 山 ・ 。月をた和は和
所 l せ 束 会 30有人 49昭 39
へ l 先 ；－：；－； 場 日すで年和年
。0 校 （付る 、4 42 4 

） 入 10 か人高月年月
ま普月ら 。校 1 4 2 
た 警 20 9 卒日月 日

証書返却日

n 1:11配布時間｜対象地区 ｜ 会
I 9:30～9:so1 境 I ·~公民 館

~ I 10:00～10:301宮 州再笠些
1) Ii削O～l1:001笹 Jill ll品笹川主婦

i3 I 13：初、J4:20li自l区 2区｜泊検工会館

t,lJ I 14:20～J5:40li自3区、五箇庄｜

l広ω～17:001主主主t酬 は11立崎益1'i&
o I 9:30～ 9・：sc i経谷 ．羽入｜ 創始む出現1~；.1
j:i 1 w:oo～10：・州南 保｜理！州制断

7 113:30～14:301山 崎｜農協Lil崎釧

日114:40～15・：40I犬家庄！大宮1[:Iii i~ 
1付I16:00～17:001左科書伎はtよif宜崎議：'im

平
成

3
年

8
月

5
日

（
月
）

か

ら
8
月
初
日

（金
）
ま
で

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
人
事
係

（
宮
内
線
2
0
7
・
2
0
8
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

－
町
営
住
宅
吋
叫
入
居
者

家
賃

月

3
0、
0
0
0
問
｛2
し
O
K

｝

敷
金

家
賃
の

3
か
月
分

申
込
み
期
限

8
月

9
日
制

な
お
、
入
居
資
格
や
・
申
し
込
み

方
法
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
役
場

建
設
課
（

宮
内
線

2
1
8
）
へ
。

－
警
察
官
・
婦
人
警
察
官

－
海
上
保
安
一一品
学
生

受
付
期
間

9
月
5
日

ωか
ら
9

－
ふ
く
し
の
窓

＠

来己き
.6.t>• 

手三文弘、

づの
く皆
りさ
商ん
品が

(10) 

ボ
ラ
ン
チ
ィ
ア
、
グ
ル
ー
プ

「二

紀
会
」
（
松
倉
悦
子
会
長
）
で
は
何

年
、
趣
向
を
猛
ら
し
た
手
づ
く
り

商
品
を
、
あ
さ
ひ
ま
つ
り
の
出
店

「ハ

｜
テ
ィ
ー
の
里
一」

で
販
売
、

そ
の
収
益
金
を
福
祉
事
業
の
充
実

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

今
年
の
あ
さ
ひ
ま
つ
り
で
も
、

皆
さ
ん
の
お
店
が
大
繁
盛
す
る
と

い
い
で
す
ね
。

失口婦口…・・夫がまず言いだし，委がそれに従うということ。それをよしとする昔の考え方。現伝は逆のζとが多い

かもしれないe夫婦i中がとてもよいことを表すe

り

一
老
齢
福
祉
年
金
の

E
証
書
は
郵
便
局
ヘ

羽
町
一
8
月
は
老
齢
悩
怯
年
金

に
M一
の
支
払
片
で
す
。
年
金
は

一金
一8
Hロ
日
よ
り
支
払
い
ま

訂
川
叶
」

す
の
で
、
郵
悦
局
で
忘
れ

、

1

－
 

U
円
」
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
叫

ま
た
、
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
証

日

書
は
、
そ
の
ま
ま
郵
便
局
へ
提
出

噛

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
保
管

叫

一試
を
お
践
し
し
ま
す
。
削除
管
祉
は

白

後
日
、
次
回
の
年
金
制
を
記
入
し

た
読
書
を
お
返
し
す
る
際
に
引
き

蜘

検
え
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

品

て
く
だ
さ
い
。

一

な
お
、
現
在
お
似
か
り
し
て
い

U

る
年
金
証
書
は
、

左
記
の
日
程
で

お
返
し
し
ま
す
か
ら
保
管
証
と
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
受
け
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

無口口中……あれこれと他のζとに心を乱すことなし我を忘れて一点に集中している綾子をいす。）
 
－
 l
 
（
 

－
平
成
3
年
8
月
号

＠



－
く
ら
し
の
情
報
室

⑪

月
日
白
川
附
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

受
験
資
格

昭
和
幼
年
4
月

2
日

（
大
学
校
は
昭
和
日
明
年

4
月

2
日
）

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
両
等
学

校
を
卒
業
し
た
人
（
人
事
院
が
向

等
の
資
絡
が
あ
る
と
認
め
た
人
を

含
む
）
ま
た
は
平
成

4
年

3
月
卒

業
見
込
み
の
人
。

採
用
予
定
数
・
大
学
校
学
生
・：
約

日
人

・
学
校
学
生
；・
約
間
人

問
合
せ
先

生
地
鼻
航
路
標
識
事

務
所

（
雪
印
1
8
0
7
9
）
ま
た

は
第

9
管
区
海
上
保
安
本
部
（

2

0
2
5
”2
4
4
H
4
1
5

1
）
へ
。

大
砂
防
現
地
見
学
会

建
設
省
立
山
工
事
事
務
所
と
富

山
県
で
は
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
内
の

砂
防
工
事
現
場
な
ど
を
見
て
い
た

だ
く
砂
防
現
地
見
学
会
を
次
の
と

特に制限はありません。

一人何点でもかまいません。（ただし，官製はが

き1枚につき 1点とします。）

官製はがきにタイトル名と郵便番号，住所，氏

名，年齢，性別， 職業，電話番号を記入して送

ってくださし、。なお．応募作品は返却b、たしま

せん。

8月31日（当日消印有効）まで

干930富山市新総曲輪4-is a山ジャパンエキ

スポ協会「テーマ ミュージ γ クタイトルJ募集係

1点賞状と

賞金10万円

..『第1固ジャパンエキスポ富山’92』

JE~'92. テーマミュージ、ツクのタイトル募集
・応募資格

・応募点数

・応募方法

初
歳
未
満
の
在
宅
障
害
児
に
は
月

1
2
、
7
5
0
円
の
障
害
児
福
祉
手

当
）
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
役
場
住
民
謀
福
祉
係

（
宮
内
線
1
1
6
）へ
申
し
込
み
え

愛
の
献
血

協
力
者
名
（
六
月
実
随
分
、
人
以
印

は
削
J

鵬
、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
柳
川
献
血
者
）

境
地
区
会
水
島
纏
、※
水
島
明
雷
、

※
水
島
育
子
、
宮
崎
地
区
女
扇
谷

成
一
、
扇
谷
克
彦
、
松
本
泉
、
金

子
恵
、
水
島
知
美
、

笹
川
地
区
会

小
林
一
幸
、
※
小
林
菊
美
、
長
井

正
英
、
竹
内
由
記
子
、
竹
内
隆
智
、

泊
地
区
女
美
佐
美
和
子
、
みH
花
房

伸
夫
、
カ
野
田
謡
、
会
加
藤
邦
男
、

会
長
崎
正
直
、
みH
米
国
正
克
、
A
N

ジャパンエキスポコーナー

「県民プラザ」出展参加者も募集

r l巡l湖程度ならジャパ ンエキスポに

出展してみたいJ とい う個人やサーク
ルのために＊県民プラザ。を設けます。

巾し込みは 8月31臼ま で．訴 しくは泌
山ジペパ ンエキスポ協会出波紋

じ受忍ユピ竺と史ごと万二

・募集締切

・応募先

※テーマミュージックはテ

レホンサービス（合0766-

28-2800）でお聴きいただ

けます。

お
り
開
催
し
ま
す
。

実
施
日

8
月
羽
田
制

・
9
月

4

日
村

対
象

小
学
校

5
年
生
か
ら
臼
歳

ま
で
の
山
町
内
本
住
者

（
徒
歩
お
よ

び
乗
物
に
自
信
の
あ
る
人
）

定
員

1
日
当
た
り

ω人
（
応
募

多
数
の
場
介
は
抽
選
で
決
定
）

申
込
み

役
場
建
設
課
に
あ
る
往

復
葉
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

坤
込
期
限

8
月
日
日

ω

問
合
せ
先

北
陸
建
設
弘
済
会
（

8

0
7
6
4
1
お
1
8
5
6
1
）
へ
。

可

ほ
っ
と
ウ
ィ
ー
ク
』
必

富
山
労
働
基
準
局
及
び
各
労
働

基
準
監
符
者
で
は
、
皆
様
方
に
ほ

っ
と
ウ
ィ
ー
ク
（
夏
季
連
続
休
暇
）

を
枯
極
的
に
実
施
し
て
い
た
だ
く

た
め
H

し

っ
か
｜
と
休
ま
ん
ま
い

け

こ

の

夏

は

グ
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
「
ほ
っ
と
ウ
ィ
ー
ク
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

H

ほ
っ
と
な
夏
に
ほ
っ
と
一
息
作

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
も
積
極
的
に

ほ
っ

と
ウ
ィ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し

ょ、フ
。

※ 

品以沢谷裕一、※荒木陽正、

稲荷一充、※篠田彰彦、山手

妙子、西村富志子、西田常義、

音江佐登志、大久保藤雅、山

田隆幸、新田浩美、江端園美、

佐渡一之、小林正光、荒井い

づみ、大久保中秋、広田元子、

土屋博、狩谷真理子、岡島美

也子、南保地区会中島精一、

会越間利志雄、食堀地安之助、

※坂藤慎太郎、※江湖千春、

※岩井正美、勝原テツ子、上

回盟、柳沢志津代、柳沢幹子、

土井敏男、土井峰子、谷口正

子、山崎地区会井森正弘、ムM

島田武、公安達進、食九里瑞

恵、会草寛美、会小山勝志、

※本田淳子、※仙名恒好、上

不一夫、安達祐一、松倉実和、

町の工事発注状況F官＜6月 1日～6月30日〉

エ 司王 名 場所
完成 J金占 負

‘業 者 総当事E予定 官負

県主幹土地改良索慾、備事業 ・# Ill 8月
Pl 小川総設 J:t林

川地区態遊舗装工事 4,429,000 工業t1<式会社 水産課

県単土地改良繁｛持率重量
長聖T 7月 2,008,500 

小川，鐙設 農林
長野地区~道舗装工事 工業保式会社 水産諜

農村義豊富総合霊よ長長備滋等業 舟川新 7月 6, 128,500 小川建訟 農林
S是業 道 1号線錦、装工事 エ来初I（式会社 水産課

図体営農道室長備事業
不動掌 8月 8,291,500 小川i建設 農林

不動'.ii:線！：：道舗装工事 工業・徐式会社 水産課

道路橋町梁新i長桜設改町良事業3号線舗装 桜町 7月 1,277,200 小工業川主株主設式会社 建設課筒保 工事

一
特
別
陣
書
者

一

一

手
当
等
を
支
鎗
一
一

精
神
や
身
体
に
著
し
い
障
害
が

あ
り
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

初
歳
以
上
の
在
宅
の
人
に
対
し
、

身
障
手
帳
め
有
無
に
関
係
な
く
月

額

2

3
、
4
5

0
円
の
特
別
障
害
者

手
当
（
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

※ 

名
越
真
由
美
、
山
本
よ
し
み
、
水

野
登
美
子
、
寺
内
秀
子
、
大
家
庄

地
区
合
山
本
誠
、

※
水
野
真
紀
子
、

※
白
田
中
繁
信
、
清
水
誠
一
、
大
久

保
邦
子
、
平
野
町
子
、
藤
田
優
美

子
、
西
島
隆
雄
、
大
井
秀
晃
、
沢

井
智
奈
美
、
高
島
ス

エ
子
、
石
井
由

紀
子
、
住
音
聡
子
、
西
島
初
枝
、
石
井

雅
博
、
東
伊
都
子
（
以
上
川
名
）

用・採

中
陣
謙
一

郎
、
※
寺
田
弘
子
、

高
崎
明
、

※
小
林
仁
美
、

※
田
中

み
か
子
、
下
津
和
美
、
松
田
千
恵

子
、
藤
沢
一岡山治
、
間
島
澄
、
貝
沼

雪
子
、
沢
本
喜
八
、
山
手
正
、
室

辰
男
、
谷
口
明
美
、
青
木
功
、
田

中
伸
子
、
黒
坂
畠
弘
、舟
川
睦
人
、

高
島
直
子
、
沢
田
純
子
、
西
岡
清
、

越
坂
光
子
、
末
上
美
佐
子
、
芦
崎

光
雄
、
米
田
博
務
、
杉
田
し
の
ぶ
、

加
藤
秀
樹
、
魚
住
百
合
子
、
山
岸

尊
、
平
田
将
俊
、
水
野
亨
、
居
波

朋
恵
、
貝
沼
美
樹
、
久
我
口
香
代
、

加
賀
し
げ
、
川
合
俊
雄
、
福
島
み

ゑ
子
、
笹
川
敬
子
、

大
谷
静
乃
、

八
木
由
美
子
、
大
菅
保
寿
、
平
坂

真
佐
美
、
岡
本
成
子
、
下
沢
由
香
、

河
村
厚
子
、
大
倉
巻
子
、
脇
山
美

緒、

五
箇
庄
地
区
会
西
国
雅
幸
、

〈
〉
ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
入
普
町
の
山
本
章
一義
さ
ん
か
ら

広
報
あ
さ
ひ
の
た
め
に
と

l
万
円

マ
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
畠
山
｜

東
さ
ん
か
ら
朝
日
町
植
樹
祭
の
た

め
に
花
木
2
本

マ
泊
金
融
協
会
さ
ん
か
ら
朝
日
町

植
樹
祭
の
た
め
に
花
木
2
本

生活必需昂..高
k 刀

ア月分（毎月 10日現在別貸） 単位 ：阿

”u ” .t, 平均価格
7月 前月比前年同月比

ガ ソリン
{ i (jJれU1 e > 133 o + 3 

i111 n i!l1 
製 (I記述18e > 1. 013 o + i2s 

， し いガス
( 5 rn'} 3,073 0 + 471 

台 i'fr 用 洗剤l
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本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

新
し
い
本

こ
般
書
）

愛
と
性

よ
く
考
え
る
こ
と

小
森
和
子

よ
く
生
き
る

田
中
澄
江

倉

本

聴

、
｝
シ」

あ左
な岸
たよ
lこり
褒t』

め
マ ルフ

イれ
た

井ゴ高〈
上 ッ倉て
卓 ド
也フ健

グ

ッ
ド
パ
イ
、

ア
｜
ザ
｜

続
み
や
あ
ら
く
も
ん富

山
真
樹
の
会

者

い
蜜

沢

地

久

校

時
代
小
説
の
読
み
ど
こ
ろ地

跡
一
男

四

季

の

酒

づ

く

り

橋

本

郁

之

真

面

目

な

本

美

川

憲

一

目
で
見
る
越
中
真
宗
史

土
井

7
宗

（
小
説
）

サ
ザ
ン
ス
コ
ー
ル

上
下

高
樹
の
ぶ
子

ゅ
の
ん

huL

夢

虫

増

田

み

ず

子

卑
劣
な

耳

上

下

位
野

洋

紫
水
自
問
殺
人
事
件
山
村
美
紗

聞

斜

影

は

る

か

な

国

進

坂

剛

醐

悲
し
み
が
と
ま
ら
な
い

一

林
真
理
子

一

夏
樹
静
子

ピ

遠
藤
周
作

臨

村
田
喜
代
子

昌

生
島
治
郎

乱耳ι決死
の納雪戦な
王山 定 の れ
女交え時て

歓文 は
上 困
下る

本
の
紹
介「アルプス大展望」

fi
i
hp
 

北
ア
ル
プ
ス
、
中
央
ア
ル
プ
ス
、

南
ア
ル
プ
ス
の
山
田
か
ら
維
大
な

山
並
み
を
カ
ラ
ー
で
展
開
。
そ
れ

ぞ
れ
に
詳
し
い
山
名
解
説
が
付
い

て
い
ま
す
。

。
ご
寄
贈
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。「砦

の
ま
ち
」

水
品
拾
男
さ
ん

・
平
成
3
年
8
月
号

＠

名1'00・－ーいったん失った名誉をも う一度とり戻すこと。(l~ 

山と渓谷社

口心口心－ もとは禅家の表現で，言葉によっては伝え得ない真理を＇~市の心から弟子の心に直接に伝えるという意
で用いられた。今Ii，ロで説明しなくても．おのずと心が通じ合う様子をいうのに用いるの

(I~ 
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事ぴヲこ相撲宮崎場所
一一一 宮崎小で恒例の相撲大会 一一

七
月
間
臼
、
白
崎
小
学
校
で
校

内
相
撲
大
会
が
闘
か
れ
、

全
校
児

童
五
十
三
人
が
土
俵
枚
し
と
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
相
撲
大
会
は
七
年
前
か
ら

毎
年
聞
か
れ
て
い
る
同
校
の
伝
統

的
な
夏
の
行
事
。
今
年
も
低
・中・

高
学
年
の
男
女
別
に
分
か
れ
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
力
と
技
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

男
の
子
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

女
の
子
同
士
の
取
り
組
み
も
迫
力

満
点
。
講
堂
横
に
設
け
ら
れ
た
土

俄
の
周
り
に
は
、
こ
の
砂
川
島
崎
場

所
u

を
楽
し
み
に
し
て

い
た
地
区

の
相
撲
フ
ァ
ン
も
大
勢
か
け
つ
け
、

力
の
入

っ
た
一

番
一
番
に
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

夢も大きく育てます
一一 ヒラメの稚魚を中間育成 一一

育
て
る
漁
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
朝
日
町
沿
帰
漁
協
連
絡
協
の
皆

さ
ん
が
七
月
五
円
、
東
草
野
の
海

岸
に
設
け
た
生
け
す
綱
の
プ
ー
ル

に
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚

（
体
長
二

・
五

村
ン
）
三
万
匹
を
放
し
ま
し
た
。

稚
魚
は
、
海
に
慣
れ
、
体
長
四

で
程
度
に
育
っ
？
と
こ
ろ
で
沖
合

に
放
流
さ
れ
ま
す
が
、
二
、
三
年

の
聞
は
放
流
海
蛾
で
大
き
く
な
る

こ
と
か
ら
、
町
で
初
め
て
の
中
間

宵
成
事
業
に
大
き
な
則
符
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

あなたの回りの広報係では，& Topics News 
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女
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女

心

μ
女

女

女

長

長

長
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長

長

長

長

長
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一一 男子専科介護教室一一

ばあさんやオレがいるから大丈夫

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
は
女
性
ば
か
り
で
は
な
く
男
性

に
も
介
護
の
知
識
を
身
に
つ
け
て

も
ら
お
う
と
、
町
め
保
健
セ
ン
タ

ー
で
男
子
専
科
介
護
教
室
が
開
か

れ
ま
し
た
。

単
一…
部
保
健
所
が
開
い
た

こ
の
教

室
に
は
、
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
役

員
ら
三
十
人
の
男
性
が
参
加
。
六

月
二
十
日
か
ら
七
月
三
十
日
ま
で
、

五
回
に
わ
た
り
代
宅
介
護
に
つ
い

て
の
講
義
や
実
技
指
導
を
受
け
ま

、し
た
。七

月
一
日
に
行
わ
れ
た
こ
回
固

め
教
室
で
は
、
「
寝
た
き
り
に
し

な
い
た
め
に
」
を
テ

l
マ
に
、
参

加
者
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
役
と
な
り

シ

l
ツ
や
寝
巻
き
の
交
換
な
ど
を

実
習
。
大
切
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

床
に
つ
い
た
場
合
の
介
護
の
仕
方

を
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

い
う
時
役
立
ち
そ
う

｜
｜

海
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
人
命
救
助
の
講
習
会

｜
｜

本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ

ン

を

清

掃

作

業

の

あ

と

浜

茶
屋
内
で
関

前
に
七
月
十
二
日
、
宮
崎
境
海
山
厚

か
れ
た
も
の
で
、
組
合
員
の
皆
さ

観
光
組
合
の
皆
さ
ん
約
二
十
人
が
、

ん
は
、
モ
デ
ル
人
形
を
使

っ
て
マ

海
水
浴
客
が
お
ぼ
れ
た
際
の
応
急
ウ
ス
・
ト
ゥ

・マ

ウ
ス
や
心
臓
マ
ツ

処
置
に
つ
い
て
消
防
職
員
か
ら
講
サ
ー
ジ
な
ど
を
一
人
ひ
と
り
実
習
。

留
を
受
け
ま
し
た
。

イ
ザ
と
い
う
場
合
に
備
え
、
真
剣

こ

の

講

習

会

は

、

な

表

情

で

学

ん

で

い

ま

し

た

。

J
e
主
』ゐ

一

読
後
感
は
茶
を
た
て
な
が
ら

ー

三
町
の
読
書
会
が
受
流

｜

朝
日
、
入
善
、
宇
奈
月
の
三
町

の
読
書
グ
ル

ー
プ
が
六
月
二
十
六

日
、
生
一
世
晶
子
習
館
で
合
同
の
読
書

会
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
読
撤
回
会
に
は
、
三
つ

の
読
書
会
の
会
員
三
十
五
人
が
参

加
。
中
川
禎
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
て
「
残
照
」
（
織
田
卓
之
著
）
を

鏡
賞
し
た
皆
さ
ん
は
、
そ
の
あ
と

朝
日
町
特
産
の
パ
タ
パ
タ
茶
を
使

つ
て
の
お
茶
会
も
体
験
。
五
郎
八

茶
わ
ん
を
手
に
読
後
感
を
語
り
合

う
な
ど
．
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

J
a
、
骨
’
炉
」

海
岸

一
惜
の
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ま
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の
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ご
き
⑪

祭
り
の
あ
と
を
ク
リ
ー
ン
巴

l
朝
日
中
包
年
生
か
清
掃
奉
仕
l

七
月
二
日、

朝
日
中
学
校
の
二

年
生
二
百
四
十
五
人
が
、
鬼
遠
ま

つ
り
の
あ
と
の
町
内
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

六
月
三
十
日
か
ら
士
一
日
間
、
お

よ
そ
二
百
軒
の
露
店
が
立
ち
並
び
、

大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ

っ
た
祭
り

も
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
ゴ
ミ
が
あ

ち
こ
ち
に
い
っ
ぱ
い
。

生
徒
た
ち
は
ポ
リ
袋
と
ほ
う
き

を
手
に
、
道
路
な
ど
に
散
ら
ば
っ

た
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

0-0 
(9）旨曲目覧(8）義歯志国(6）三X菌画 (7）歯泊善説
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具民のし~＂＇ ~ な

面白薗舗ぐい】【手ぬ

11111 
手
ぬ
ぐ
い
に
は
多
純
多
様
な
他
い
方
が
あ
り
、

皆
か
ら
庶
民
の
附
で
愛
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

木
仰
の
山
地
に
h
k
F

仰
向
山
肌
の
手
ぬ
ぐ
い
は
、
総

リ
物
と
し
て
、
日
除
け
や
尚
除
け
、
故
除
け
な

ど
、
頭
を
保
護
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
と
し
て
使
わ
れ
、
職
人
の
鉢
巻
に
も

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Eヨ月 E週表 I~凋 ！
み3ポと鴨晃~·J-1'@ l 
清列な71に音 ！ 

北又の三段滝 j

ま
た
、
汗
ふ
さ
や
手
ふ
さ
、
包
帝
の
代
用
、

ひ
も

振
り
分
け
荷
物
の
紙
、
下
駄
の
鼻
緒
等
々
：
：
：
。

挙
げ
れ
ば
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
呼
び
方
も
ゆ

っ
け
、
ょ
っ
け
、
ゆ
い
っ
け
な
ど
、
地
域
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
（
落
語
の
世
界
で
も
扇
子

と
並
び
欠
く
w

』
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
ね
）

供
川
地
区
に
は
、
手
ぬ
ぐ
い

に
ま
つ
わ
る
お

も
し
ろ
い
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

庁
、
笹
川
に
軒
衆
街
と
娘
ん
仰
が
あ
り
、
そ
の

二
つ
め
病
の
附
で
「
手
ぬ
ぐ
い
洗
い
」
と
い
う

お
も
し
ろ
い
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

娘
た
ち
は
若
衆
宿
か
ら
汚
れ
た
手
ぬ
ぐ
い
を

集
め
て
き
て
、
き
れ
い
に
洗
っ
た
後
乾
か
し
、

併
ぴ
若
衆
街
へ
持
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
と
き

に
本
当
の
交
流
が
行
わ
れ
、
こ
の
手
ぬ
ぐ
い
洗

い
が
き
っ
か
け
で
火
焔
に
な
っ
た
男
女
む
い
た

そ
う
で
す
。

も
と
も
と
手
ぬ
ぐ
い
は
、
お
ば
あ
さ
ん
た
ち

が
寺
参
り
す
る
と
き
に
被
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
、

副
部
を
包
む
こ
と
に
よ
っ
て
恨
み
や
信
仰
を
表

現
し
た
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。
花
嫁
が
角
か
く

し
を
し
て
仏
凶
に
拝
む
姿
は
、
こ
う
し
た
習
慣

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

－
平
成
3
年
8
月
号

⑪

も先人のぬく

V
夏
休
み
に
入
り
、
町
内
で
も
県

外
ナ
ン
バ
ー
の
単
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。一
以
は
、
海

に
山
に
と
人
々
が
繰
り
出
す
シ
ー

ズ
ン
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
お
食
に

か
け
て
は
帰
省
客
も
増
え
て
き
ま

す
。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
す

税
せ
き
や
友
人
な
ど
と
、
久
し
娠

り
に
会
え
る

H
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
人
む
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

V
き
て
、
お
盆
と
い
え
ば
紘
制
り
。

か
つ
て
は
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

行
わ
れ
、
議
っ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど

も
よ
く
見
か
け
た
も
の
で
す
が
、

踊
り
の
輪
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ

盆
踊
リ
大
会
も
年
々
減
少
。
今
で

は
町
全
体
で
も
数
え
る
ほ
ど
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

V
支
の
風
物
詩
の

一
つ
、
金
制
り

が
安
を
消
し
て
い
く
の
は
坂
し
い

気
む
し
ま
す
が
、
最
近
で
は
、
そ

れ
に
代
わ
る
イ
ベ
ン
ト
や
盆
踊
り

そ
の
も
の
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
町
内
会
も
あ
る
と
か
。

こ

こ
に
き
て
再
び
、
人
や
地
域
の
輪

と
い

っ
た
も
の
が
見
直
さ
れ
て
き

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

串z,._ 

5乏dご
制j日日；・への登山口，北X小

屋から徒歩およそ10分。ILIの

越道林道の橋を？Ji＇），さかき

ま谷の上流へ150メート ルほど

登ると，措i明lな水音とともに

北又の三段滝がその姿を現し

ます。

'i＆差およそ20メートル。岩

肌を段となって落下する消j庇

は，周聞に茂る紘とあいまっ

て，そこに立つ者に一服の消

涼！惑を与えます。

この北又の三段滝は，七虫

沌，魚止滝とともに富山県を

代表する37の若返 「とやまの

沌」にも選ばれています。

カγ コ内（j:.前月比世帯数 5.178(+ 12) 7) 計 18.055（一女 9.560(+ 6) 男 8.495（ー13)〔7月の人口〕


